
 
 

ご あ い さ つ 
                

  岩手県公立小中学校事務職員研究協議会 
  

       会 長  高 橋 広 道 
 

 

平成 26 年度も 3ヶ月が過ぎようとしています。 

岩手県公立小中学校事務職員協議会では、総会を終え、 

本年度の事業についてご承認をいただきました。10 月 10 日に 

開催する岩手県公立小中学校事務研究大会、8月に開催する夏季 

研修講座、1 月に開催する県事務研セミナーへ会員の皆様が多数ご参加いただければと期待してい

るところです。また、「学校事務の手引 第五次改訂版」については、皆様のご協力の下、年内の

発行を目指しています。10 月に青森市で開催される東北地区公立小中学校事務研究大会では、二戸

支部、一関支部のご協力を得て、分科会発表を行う予定です。27 年度には本協議会創立 50 周年を

迎えます。記念誌の編集、祝賀会の準備に着手しています。28 年度に開催される、全国公立小中学

校事務研究大会山形大会での分科会発表に向けて研究も進めていかなければなりません。多くの事

業や研究について、会員の皆様のご参加とご支援をお願い申し上げます。 

 総会において、事業方針を申し上げた際、いろいろなご意見を頂戴しました。岩手県事務研の積

み上げてきた成果を活かしていくとともに、見直すべきものは何か、拡充していくべきものは何か

を明確にする事が求められていると感じています。 

 全事研では、学校事務のミッションを「子どもの豊かな育ちを支援する学校事務」としています。

このテーマには、「子ども」とは、「豊かな育ち」とは、「支援」とは、それぞれに意味があり、個々

の学校事務職員が実践していく上での方向性が示されていると思います。岩手県事務研究大会の大

会テーマは、「創造しよう！子ども・地域とともに歩む岩手の学校事務を」です。日々の実践を研

究に結びつけ、研究したことや、学んだことを実践に結び付けていくこと、そして子ども、地域を

意識した学校事務を展開していくことを主眼としています。まもなく 50 周年を迎えようとしてい

る本協議会について、設立当時の想いや願いをあらためて確認するとともに、新たな歩みのために

自らの存在意義や価値を認識していく時期であると考えます。建設的なご意見をお願いいたします。 

常任理事をはじめとする役員は、それぞれの担当する事業を鋭意進めてまいりますが、至らぬ点

も多々あると思います。ぜひ皆様からのご支援をお願いし挨拶といたします。 

 

 

平成 26年度総会 期日：平成 26 年 5 月 9 日(金) 会場：いわて県民情報交流センター 

各支部から 38 名の代議員の出席をいただき、平成 26 年度の総会が開催されました。平成 25 年

度事業報告及び平成 26年度事業計画等について、以下のとおり承認されましたのでお知らせしま

す。 
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《平成２５年度事業等について》 

（１）総 括 

東日本大震災から 3年。被災地の学校建築も進み、教育環境の整備は整ってきたが、学校統合

も進められている。少子化の影響もあり、学校数の減少は避けられない状況である。 

10 月には第 44 回岩手県研究大会を県事務研研修部の主管で開催した。各支部からのご協力も

ありスムーズな運営ができた。 

大きな事業については滞りなく実施し、概ね良好の評価を得ているが、今後の事務研活動につ

いての検討など課題も残っており、早急な取り組みとして 26 年度事業に繰り越すこととする。 

 

（２）総務部 

 総務：予定どおりの事業が円滑に行われた。 

    5 団体による岩手県公立小中高等学校事務職員連絡協議会では、幹事団体として会議の主 

    催、運営を行い、各団体との情報交換・交流を図った。 

ホームページを随時更新し、会員へ迅速な情報提供に努めた。 

財務：各支部とも早期納入に協力いただいた。経費の節減に努め、適正な予算の執行ができた。 

広報：予定どおり、年 3回発行することができた。 

50 周年：協議会の発足から平成 27 年で満 50 年となることを記念し、記念誌を発刊することとし編

集委員会を発足した。 

 

（３）研修部 

研究大会：第 44 回岩手県研究大会 

10 月 11 日(金)  盛岡市 アイーナ 参加者 351 名 

 研修：① 夏季研修講座  8 月 1 日（木）  盛岡市 プラザおでって 参加者 92 名 

    ② 県事務研セミナー  1 月 8 日（水)  盛岡市 プラザおでって 参加者 117 名 

       

（４）研究部 

 研究：① 「いわてのグランドデザインーみんなでできる実行策ー」の推進。各支部における取

り組みを中心に据え、支部からの要請に対応 

    ② アンケート調査の実施 

    ③ 東北事務研 研究担当者会 2 回出席 

 調査：全事研調査、級号給・職名等調査、ジョブローテーション調査 

「学校事務の手引」第五次改訂版 編集委員会 編集作業 

 

   《平成２６年度事業等について》 

（１）基本方針 

教職員の一員として『「いわての復興教育プログラム」に示している 3 つの教育的価値【いき

る】【かかわる】【そなえる】を育てる』をさらに充実、推進するため力を尽くしていきたい。 

県事務研はその役割として「学校事務職員の資質の向上」「学校事務の研究推進」「関係機関と

の連携」「会員相互の交流」を担い、各種事業を展開する。会員向けの事業のほか、県事務研で

の研究の成果や学校事務の役割・機能について周知を図る活動（パブリシティ）にも取り組みた

い。 

 

（２）総務部 

総務：各種会議の開催、他団体との連絡調整、迅速な情報提供 

財務：予算の効率的な執行管理 

広報：年 3回の広報発行、「いわての公立小中学校事務職員のためのパンフレット」配布 

50周年：記念誌の発刊（平成 27 年 11 月予定）、レセプションの開催（平成 27 年度研究大会レセ

プション時）準備 

 



（３）研修部 

 研究大会：① 第 45 回岩手県研究大会 

期日：平成 26年 10 月 10 日（金） 場所：盛岡市 アイーナ 

②  研究大会打ち合わせ会  

期日：平成 26年 9 月 12 日（金） 場所：盛岡市 アイーナ 

研修：① 夏季研修講座の開催 

② 県事務研セミナーの開催 

研修部運営：研修部理事会の開催 

 

（４）研究部 

研究：① 「いわてのグランドデザインーみんなでできる実行策ー」の推進 

② 今後の県事務研 研究のあり方 アンケート調査結果検討 

③ 東北事務研究大会・青森大会 第 1・第 5分科会の発表への取り組み 

調査：① 研究活動に資するための各種調査 

② 全事研調査への協力 

③ 「学校事務の手引」第五次改訂版 平成 26年度中の発行に向けた編集作業 

 

（５） その他承認事項等 

  ① 役員の選出について（平成 26 年度常任理事は 10名） 

② 被災会員の平成 26年度会費の免除 

 

第 1回支部代表者会 期日：平成 26年 6 月 26 日(木) 会場：盛岡市勤労福祉会館 

先日行われた支部代表者会では、各部事業計画について協議、確認されました。 

 

（１）総務部 

総務部理事 

  ・総務担当……林 佳奈子（盛岡市立乙部中学校）、菅野 美恵（盛岡市立杜陵小学校） 

 ・広報担当……齋藤  民（花巻市立桜台小学校）、晴山 一人（花巻市立太田小学校） 

        大久保和則（花巻市立大迫小学校） 

・資料センター担当……小野寺正広（盛岡市立仁王小学校） 

 

50 周年記念誌編集委員 

委員長   遠藤 誠子（一戸町立一戸中学校） 

副委員長  高橋 育子（盛岡市立向中野小学校・県副会長） 

   事務局   浅沼 好也（盛岡市立上田中学校） 

   担当常任理事  泉山 綾子（盛岡市立桜城小学校） 

編集委員  伊藤 義幸（八幡平市立松尾中学校）、高瀬 史明（矢巾町立煙山小学校） 

      八重樫綾子（花巻市立西南中学校・県常任理事） 

 

（２）研修部 

① 夏季研修講座の開催    平成 26年 8月 1 日（金） 場所：盛岡市 プラザおでって 

② 県事務研セミナーの開催  平成 27年 1月 9 日（金）予定 

 

研修部理事 

    盛 岡 播磨 克幸（米内小学校）    岩 手 根本  修（安代中学校） 

小豆澤稔高（北松園小学校）※      田村 卓司（安代小学校）※ 

紫 波 佐藤 哲司（紫波第二中学校）  花 巻 浅沼 照美（湯本中学校） 

        宮本 拓海（上平沢小学校）※      高橋美貴子（南城小学校）※ 



和 賀 菊池 栄子（立花小学校）    胆 江 藤澤 信吉（水沢南小学校） 

        高橋 修一（湯田中学校）※       千田美穂子（小山中学校）※ 

一 関 三浦 隆志（一関東中学校）   気 仙 村上 啓子（吉浜小学校） 

        北  明美（中里中学校）※       中平 貴士（世田米中学校）※ 

釜 石 小野寺好伸（双葉小学校）    遠 野 村上 誠一（土淵小学校） 

川畑  萌（大平中学校）※       千葉 純子（青笹小学校）※ 

  下閉伊 大屋 朋宏（川井中学校）    九 戸 野崎 美香（小久慈小学校） 

有原美記江（岩泉小学校）※       五十嵐結紀（大川目小学校）※ 

二 戸 米澤弥志夫（福岡中学校）    

小西 早苗（小鳥谷小学校）※     （※印は大会担当） 

 

（３）研究部 

  ① 「いわてのグランドデザイン」に関する周知、浸透を図る 

   ② アンケートの回答結果の検討 

    研究部理事 

     佐藤 智之（一関市立南小学校）、 伊藤しのぶ（一関市立永井小学校） 

  千葉 晃子（平泉町立平泉中学校）、菅原  恵（一関市立中里小学校） 

   ③ 第 20 回東北事務研究大会・青森大会 第 1・第 5分科会の発表への取り組み 

   ④ 「学校事務の手引」第五次改訂版の発行 12 月発送予定 

   

平成２６年度  県 役 員  

役 職 担     当 氏  名 支 部 勤  務  校 

会   長 県協議会総括、渉外 高 橋 広 道 胆 江 奥州市立水沢南中学校 

副 会 長 会長代行、総務担当、渉外（東北

事務研・県教委）、５０周年記念事業 

高 橋 育 子 盛 岡 盛岡市立向中野小学校 

副 会 長 研究担当、研修担当、特別委員会

担当、渉外（全国事務研） 

吉 田   純 下閉伊 宮古市立重茂小学校 

常任理事 総務部長（総務部総括）、庶務、

渉外、ホームページ管理  

石 川 力 行 盛 岡 盛岡市立渋民中学校 

常任理事 総務部副部長（財務担当）会計 宇 部 憲 子 盛 岡 盛岡市立大慈寺小学校 

常任理事 総務部副部長（広報担当） 

ホームページ管理、新採用パンフレット作成 

八重樫 綾 子 花 巻 花巻市立西南中学校 

常任理事 総務部副部長（５０周年担当） 泉 山 綾 子 盛 岡 盛岡市立桜城小学校 

常任理事 研修部長（研修部総括） 上 路 克 彦 岩 手 雫石町立御明神小学校 

常任理事 研修部副部長（大会事務局）   高 橋 琢 也 和 賀 北上市立和賀東小学校 

常任理事 研修部副部長（大会財務担当）   佐々木 優 一 九 戸 久慈市立久慈湊小学校 

常任理事 研修部副部長（研修担当） 石 島 高 文 気 仙 大船渡市立赤崎小学校 

常任理事 研究部長（研究担当） 及 川 正 良 一 関 平泉町立平泉小学校 

常任理事 研究副部長（調査担当） 柴 内 真由美 岩 手 滝沢市立滝沢中学校 

監 事  菊 池 郁 子 一 関 一関市立厳美小学校 

監 事  菅 原 和 子 釜 石 釜石市立釜石小学校 

監 事  盛 合 えり子 下閉伊 宮古市立花輪小学校 

※ 全国事務研常任理事 阿部 貴子（盛岡市立見前中学校） 

 

 ５０周年記念誌の表紙等に使用する写真を公募します。 

子どもたちの写真・校舎の写真（絵でもＯＫです）を大募集します。昔のものも大歓迎です。詳しく

は１０月の岩手県研究大会で配布する募集チラシをご覧ください。 


